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３辺が整数比の直角三角形・４ 

 

 下の図のように，四角形ＡＢＣＤをいくつかの部分に分けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ＧＥの長さは何㎝ですか。 

 

（２）四角形ＡＢＣＤの面積は何㎝２ですか。 
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３辺が整数比の直角三角形・４ （１）６
７５

１６９
㎝ （２）１０７１.３６㎝２ 

 

（１）図①において三角形ＡＢＣとＣＥＦは相似形です。三角形ＡＢＣは３辺の長さの比が 

２０：（３３＋１５）：５２＝５：１２：１３の直角三角形なので，辺ＥＦの長さは， 

３３×
５

１３
＝

１６５

１３
（㎝），辺ＣＦの長さは，３３×

１２

１３
＝

３９６

１３
（㎝）です。次に，図②において三

角形ＡＥＦに注目します。辺ＡＦの長さは５２－
３９６

１３
＝

２８０

１３
（㎝）なので，三角形ＡＥＦは３辺

の長さの比が
１６５

１３
：

２８０

１３
：２５＝３３：５６：６５の直角三角形です。三角形ＡＥＦとＥＦＧは

相似形なので，ＧＥの長さは，
１６５

１３
×

３３

６５
＝

１０８９

１６９
＝６

７５

１６９
（㎝）です。 

 

   図①                     図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

  

 

Ａ 

Ｂ Ｃ Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 
20 ㎝ 

15 ㎝ 33 ㎝ 

52 ㎝ 

25 ㎝ 

  

 

Ａ 

Ｂ Ｃ Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 
20 ㎝ 

15 ㎝ 33 ㎝ 

３９６

１３
㎝ 

25 ㎝ 
１６５

１３
㎝ 

２８０

１３
㎝ 



https://jukensansuu.org 

 

（２）図③の三角形ＡＣＤは，３辺の長さの比が２６.４：４４.８：５２＝３３：５６：６５なので，角Ｄ

の大きさが９０度の直角三角形です。よって，四角形ＡＢＣＤの面積は， 

２０×４８÷２＋２６.４×４４.８÷２＝１０７１.３６（㎝２）です。 

 

   図③ 
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